
事業実績シート（研修及び調査・研究） 

 

 

協会事業名 
■研修機関派遣事業（□市町村アカデミー  □国際文化アカデミー  ■NERC） 

□地方４団体研修及び調査・研修事業 

自治体(団体) 
事業名 

佐々町 （公財）長崎県建設技術研究センター（NERC）研修事業 

所管局部課 
自治体（団体）名 所管部・課名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

佐々町 建設課 友廣 佑樹 0956-62-2101 

事業期間 開始年 平成３０年５月（１年目） 

事業実施手法 ■全部直営   □一部委託   □全部委託   □その他[        ] 

実施期間 （開始日）平成３０年５月７日   （完了日）平成３０年５月７日 

委託した場合の 
委託内容 

委託先機関名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

   

（委託内容） 

 

研修及び調査・ 

研究の目的 

※実施前に予想し
ていた目標・目的を
記載ください。 

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか） 

建設課 技術職員 （公財）長崎県建設技術研究センター（NERC）主催

による研修を受講することにより、長崎県の動向を

ふまえたうえで技術職員として必要な品質管理や施

工管理の方法、専門知識を習得するとともに、実務

遂行能力の向上を図ることを目的とした。 

 

研修及び調査・
研究の具体的 
内容 
※事業をまったく 

知らない人でも、事

業の実施内容や実

施方法の概要が分

かるように記載し

てください。 

 

【現場で役立つ品質管理のポイント】 

①品質管理について 

 ・発注者から見た注意点 

 ・品質管理の目的 

 ・品質管理の具体例 

 ・現場で伝える土の評価手段 

②コンクリート構造物の構築（施工管理編） 

 ・コンクリートの劣化と欠陥 

 ・コンクリートの打設計画 

 ・養生 

 ・暑中コンクリート 

 ・寒中コンクリート 

 ・ひび割れ発生時の対策 

③品質管理の注意点 

 ・技術力アップのポイント 

研修及び調査・

研究の背景、 

これまでの経緯

及び現状 

(事業開始の背景) 

 技術職員の能力向上・資質向上を図るため、（公財）長崎県建設技術研究センター（NERC）主

催による研修を受講した。 

(経緯・現状) 

技術職員の能力向上・資質向上を図るため、事業に必要な品質管理や施工管理の方法、専門知

識の習得するため研修受講が必要である。 
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２ 実績結果 

事業費の推移 前々年度決算 前年度決算 当該年度決算 

事業費（円） １７，１４０ ３７，２８０ １４，９６０ 

（
財
源
内
訳
） 

国庫支出金 ０ ０ ０ 

県支出金 ０ ０ ０ 

地方債 ０ ０ ０ 

その他 ０ ０ ０ 

市町振興共同事業助成金 １１，４２６ ２４，８５２ ９，９７２ 

一般財源 ５，７１４ １２，４２８ ４，９８８ 

目
標
・
目
的
指
標 

指標名 指標設定の考え方 単位 区分 前々年度 前年度 当該年度 

① 

 

研修受講者数 

 

研修機関への職員

派遣事業であるた

め、受講者数を指標

とした。 

人 

目標 ２人      ２人 ２人 

実績 ２人       ２人 ２人 

目標達成率（％） 100％   100％ 100% 

② 

  

 

目

標 
   

実

績 
   

目標達成率（％）    

３ 事業の振り返り 

必
要
性
の
点
検 

(1)実施することによるメリット 

（内容、程度等） 

（公財）長崎県建設技術研究センター（NERC）主催による研修を受講することにより長崎県の動向をふま

えた上で、品質管理の技術、対応を学び、技術職員として必要な専門知識を習得するとともに、実務遂行

能力の向上を図ることで、効率的な対応が期待できる。 

 

４ 有効性の点検、実現性の点検 

有
効
性
の
点
検 

（１）目標（目的）指標の達成状況 

■目標（目的）指標の実績値は、目標をほぼ達成した 

□目標（目的）指標の実績値は、目標を下回った 

（２）実施前、想定していた目標・目的が達成できた理由またはできなかった理由 

品質管理の技術、対応を学び、工事の品質管理の観点にたった点検・管理方法、及びコンクリート構造物に関

する施工管理方法について学んだ。その結果技術職員として必要な専門知識を習得するとともに、実務遂行能

力の向上が図られた。 

 （１）事業への反映 （具体的内容） 

 

■成果は事業（実務）に反映できる 

品質管理の方法及び実務におけるポイントを学び、技術職員とし

て必要な専門知識を習得するとともに、実務遂行能力の向上が図
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□成果は事業（実務）に反映できない 

 

られ、今後の事業実施（工事施工）の品質管理の確認をしていく

上で参考・反映できる。 

 （２）公共性の評価 （具体的内容） 

本研修及び調査・研究を通じて 

□住民へ利益を還元できる 

■住民への利益を将来的に還元できる 

□住民へ利益を還元できない 

品質管理の技術、対応方法を学び、技術職員として必要な専門知

識を習得するとともに、実務遂行能力の向上が図られ、今後の事

業実施（工事施工）の品質管理の確認をしていく上で将来的には、

住民への利益還元ができると思われる。 

 

 

５ 今後の方向性 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 □事業終了（完了） 
■現状維持 

 実施予定時期     

有効性の点検から □目標・目的未達成 □目標・目的達成 □類似事業との統合 
■現状維持 

 実施予定時期    

実現性の点検から □事業へ反映 □事業に反映できない □その他 
■現状維持 

 実施予定時期    

具体的内容 

品質管理の技術、対応方法を学び、工事の品質管理の観点にたった点検・管理方法に触れる

ことができ、技術職員として必要な専門知識を習得するとともに、実務遂行能力の向上が図

られため、今後も（公財）長崎県建設技術研究センター（NERC）主催による研修を受講する

ことにより技術職員として資質向上を図りたい。 
 


